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心という言葉を、人はそれぞれ微妙に異なる意味で
使っている。知覚や認知、記憶など計測できる部分を指
す場合もあれば、それに伴う情報処理過程や神経科学
的相関を指す場合もある。しかし、もっとも重要なのは、
心とは個人の主観的な体験であるということだ。自分の
心は体験できるが、他者の心は体験できない。だから、
他者の心の科学とは、自己と他者との類似性にもとづく
推測にすぎず、「擬人主義」に立脚している。これまで
の心理学は、人間以外の動物の心について考えることは
擬人主義として厳しく戒めてきたが、他者の心について
は比較的寛容に擬人主義を受けいれてきた。現在、人
工知能の心的体験についても、擬人主義が許容されて
いるようである。いっそのこと、動物の心的体験につい
ても擬人主義を許容して研究してみるという方法も必要
なのではないだろうか。
このような考えのもと、私の研究室ではあえて擬人的
解釈を許容して動物の行動を観察し、その行動から推
測できる心的体験と神経相関を探る研究を積み重ねてき
た。コミュニケーション行動では、ある信号を送信する
ことで受信者の行動が変化し、それによって送信者がな
んらかの利益を得る。この際、受信者は送信者の心的
状態を推測することによって、より的確な応答が可能に
なる。以下、動物の場合でも他個体のことを他者と表現
する。括弧内に擬人的な解釈を入れる。
コミュニケーションにはいろいろなレベルがある。他
者の存在により行動が促進される現象を「社会的促進」
という。他者の情動状態が伝染し行動が変化することを
「情動伝染」という。他者のために自己の利益を一時的
に減らすことを「利他行動」という。他者を操作し自己
の利益を増大させることを「他者操作」という。信号を
交代で出しあうことを「話者交代」という。

社会的促進の例として、小鳥の採餌行動をあげる。
小鳥は新奇物を警戒する。餌入れに新奇物を入れてお
くと、なかなか食べにこない。しかしある１羽が（勇気
をもって）餌を食べ始めると、他の鳥たちも（安心して）
接近してくる。最初の１羽はリスクをとるわけだが、続
く何羽かがいることで、自分自身が捕食されるリスクを
軽減しているともいえる。情動伝染の例として、ラット
の超音波発声をあげる。ラットは快を感じると 50kHz
の、不快を感じると 22kHz の鳴き声を出す。これらを
録音して放鳴すると、50kHz には（良いことを期待して）
接近し、22kHz では（危険を警戒して）不動化する。
利他行動の例としてラットの救援行動をあげる。ラット
は他個体が水に溺れている様子をみると、（その個体が
陸地にあがれるように）手を差し伸べる。この際、何が
手掛かりとなっているかは明瞭ではないが、メスどうし
でこのような行動がよくみられる。ラットが共同保育す
ることと関連するかも知れない。他者操作の例として、
小鳥のさえずり行動をあげる。小鳥のオスは、多様な音
を配列したさえずりを発する。さえずりは、その個体の
適応度をあらわす正直な信号である。メスはオスのさえ
ずりを評価して交尾するかどうかを決める。オスはさえ
ずりによってメスを操作しているといえる。話者交代の
例として、ハダカデバネズミの鳴き返し行動をあげる。
この動物は地下のトンネルに住んでいる。２匹がトンネ
ル内ですれちがうとき、お互いに鳴きあう。大きな個体
のほうが低い声でなき、上を通ってすれちがう。声の低
さが序列に対応しているのである。
このような行動の観察から、動物の心的体験について
推測し、行動と相関する神経活動を計測することで、心
的体験の進化と神経機構を知ることができると期待して
いる。講演ではこれらの行動の動画をみてもらいながら
解説してゆく。


